


2017年 4月 13日「地域が豊かになる民泊実例・基礎知識」セミナー受講レポート 

 

清新の会 奥土居帥心 

 

 

セミナーを受講して、一番この事業が成功したのは、民泊のお客様の予約システムある

と思いました。農業体験型である以上、事業主体はあくまでも農家です。 

農家には、都会の方がホッとする暖かさや環境が整っています。しかし、いままで、商

売などしたことのない方々が、お客様を集めることは大きなハードルになります。 

それを、一気に解決したのが、豊島で行われている取り組みです。町役場・福武財団・

早稲田大学の三者の官民学の連携により、インターネットを使った宿泊予約システムによ

り、農家はお客様を暖かく接待するだけで、空き部屋が旅館となり、若い方々や外国の方

との交流により、生きがいと収入の両面を受け取るという、画期的なシステムを学びまし

た。当市の過疎対策として、格好の事業になる事例であると確信いたしました。 

また同時に、現地踏査の必要性を感じました。 

 

※セミナーの詳細は、別途資料を添付しております。 



東京都荒川区役所「荒川区民総幸福度について」 

 

 

1.はじめに 

奥土居、國里、大西 3 名により東京都荒川区「荒川区民総幸福度について」視察研修を行

いました。 

まず驚かされたのは荒川区役所に入るなり 20名を超える職員の皆さんでの拍手による歓

迎の出迎えを受けた事、話をお聞きすると全国各地からの視察に来て頂くのに何かいい迎

え方はないかと考えられ拍手で迎えようとなったとの事で、帰る時にも拍手でお見送り頂

きました。とても心温まる気持ちになりました。 

 

 

2.概要 

区民の皆様が何を「幸せ」と感じるかは人それぞれです。皆様の不幸や不安を減らし、幸

せを増やすことに区政が少しでも貢献していく為に、まずは皆様がどれだけ幸せを感じて

いるかを調べる事から始められました。その一つとして、幸福度の高い國、ブータンへ職員

3 名を派遣され調査研究を荒川区民総幸福度にいかされています。 

また、区民の皆さんの幸福度を測る為に荒川区民総幸福度指標を作成されています。「健

康・福祉」「子育て・教育」「産業」「環境」「文化」「安全・安心」の 6 つの分野と、これら

を総合する「幸福実感」があり、全部で 46 の項目から成っています。荒川区は面積 10.16

㎢に人口 212,708 人住んでおられる街であり幸福度の向上には地域ぐるみでの取り組み、

運動が不可欠だとも言えます。そして、こうした運動を進めて行くに当たって「分かち合い」

という言葉がキーワードになると考えられています。 

荒川区が目指す幸福には「自分自身の幸福」「身近な人の幸福」「地域の幸福」の 3 つが考

えられており、更に「自分自身の幸福」だけでなく「身近な人の幸福」や「地域の幸福」を

考え、支え合う事により、自分自身や社会の幸福も高まっていくものと考えておられます。 

調査の結果を見てみると 20 代～50 代では「安全・安心」を第一位に選んだ人が最も多くな

っている事がわかり 60 代～80 歳以上では「健康・福祉」を第一位に選んだ人が最も多く、

特に 80 歳以上でその割合が高い結果となっています。 

また「災害時の絆・助け合い」の実感をする取り組みとして、子供から大人までを対象と

した災害時に助け合う環境の創造や地域の人とのつながりの強化をめざし防災運動会（ゲ

ーム感覚で）などの計画をされている等、地域の防災意識の向上や地域コミュニティの拡充

を計られています。ハード面において、隅田川河川水などを利用した消火用水を確保する永

久水利の整備をを進められています。ソフト面では区内、全ての区立中学校では部活動の一

環として「防災部」を設置して活動をされています。 

 



3.考察 

今回の視察研修を通し、私が感じたのは人の幸せとは物質的な豊かさだけではなく人と

人との結びつき、つながりを大切にする事により心からの幸せを感じるものと言う事でし

た。 

広域な篠山市においても、地域や人によって幸福度の違いはあると思われますが健康や

福祉の充実を計る事により安全・安心のできる地域となり、また人と人の交流の出来るふれ

あいの場所を増やしていく事により心のつながりが生まれ本当の幸福度を感じて頂けるの

ではないかと思われます。また今後の市政にいかせたらと考えています。 

 

 



東京都葛飾区役所「赤ちゃんの駅の取り組みについて」 

 

 

1.はじめに 

奥土居、國里、大西 3名により東京都葛飾区役所赤ちゃんの駅について視察研修を行いま

した。 

 

 

2.概要 

乳幼児を育てる保護者が外出した時に、おむつ替えや授乳などを気軽に行えるように、公

共・民間施設内におむつ替えや授乳が可能なスペースを確保する取り組みです。 

事業内容には、 

・おむつ替えのベッド、授乳椅子、ポット、目隠しカーテン（衝立）等を設置。 

・のぼり旗及びステッカーによる位置の明示 

・広報誌、地図のほか、ホームページ、アプリなどによる広報 

 

また、臨時開設として 

・イベント時にテント、椅子、簡易ベッド、のぼり旗を設置し、仮設の赤ちゃん駅を設

置します。 

 

 

3.考察 

とても素晴らしい取り組みだと思います。 

・衛生上、安心できるものを使用する 

・抗菌剤を使用しているとアピールする 

・防犯面においては、少しの心配がありますが、仮設以外の場所においては、防犯カメラの

設置や啓発等により安全が確保できると思われます。 

・仮設等においては、職員を配置することにより、安全安心が守られるものと思います。篠

山市の子育て世代にとって、または、乳幼児を育て中の観光客の方にとっても、安心して買

い物、イベント、観光と来ていただき、参加できる体制を整えることにより、人にやさしい

まちづくりへの取り組みが出来ると思います。 

特に市内各地域で開催されるイベント時における赤ちゃん駅の取り組みが必要と考えま

す。 

（仮設テントはピンク色のテントを使用してはと考えます） 



セミナー受講報告書 

 

篠山市議会会派清新の会 

 

受 講 日：平成 29年 4月 14日 

受講内容：「地域公共交通を守るための様々な事例」 

講  師：株式会社早稲田大学アカデミックソリューション 

早稲田大学スマート社会技術融合研究機構 井原 雄人 氏 

 

１.目的 

 平成 28 年 10 月 7 日に全員協議会で示された篠山市における公共交通再編案

に対し、コミバスが廃止された地域の今後の市町村有償運送の継続と、将来にわ

たる公共交通の守り方を学ぶことを目的として受講した。 

 

２.概要 

 まず、地域公共交通を交通の手段だけで問題解決につなげようとすることは

困難であり、まちづくりの手段の一つとして維持していくことが必要であると

説明があった。また、大都市でも少子高齢化により乗用車保有率も少なくなり、

自宅から公共交通機関を利用するまでの移動の手段の確保についても、地域の

乗合タクシー等が必要になることを説明された。 

 コミュニティバスのルート選定については行政がコースを決めてしまうので

はなく、実際に乗る人、地域住民の意見を参考にすることも重要であると言われ

た。またコミュニティバスを運行させるには市民、地域商店、地域企業、交通事

業者、行政が一緒になり、地域特性を生かすことが継続運行できる条件であるこ

とも説明された。 

 利用者が乗りやすい地域公共交通の構築について、車両そのものの新たな価

値、例えば電気自動車や自動走行、さらに交通サービスでの価値向上、交通事業

者の新たなサービスの必要性について説明された。 最後に京丹後市の EV乗合

タクシーの、「運転手が提供する新たなサービス」で買い物代行、見守り代行、

図書館代行、病院予約代行、また「車両を使った新たなサービス」で小荷物輸送

サービスを説明された。 

 

３.考察等 

地域公共交通を交通手段の観点から問題解決を図るのは難しく、まちづくり

の手段のひとつとして、維持していく必要があるとのことであるが、地域の在り

たい姿、ビジョンの下に、地域公共交通を考える必要があるということではない



か。 

コミバスの運行には、市民、地域商店、地域企業、交通事業者、行政が一緒に

なり、地域特性を生かすことが重要とのことであるが、篠山市の周辺部にどのよ

うに生かすことができるのかを考えたが、直接的に参考とすることは難しいの

ではないかと感じた。 

交通事業者の新たなサービスの必要性に関しては、今の篠山市で取り組むこ

との可能性よりも受講に訪れている他の自治体からの議員が、全国で問題にな

ってくる可能性のある、人の移動手段を守っていく参考になると感じた。 

京丹後市の取り組みである、買い代行、見守り代行、図書館代行、病院予約代

行等、「車両を使った新たなサービス」で小荷物輸送サービスについては、今後

の過疎地域における存続可能な地域交通の先進事例ではないかと感じた。情報

として有益なものと考える。 

  

講義終了後、講師に以下の質疑を行った。 

Q：「篠山市の公共交通再編の中で、市町村有償運送の問題と感じる将来に向け 

ての運転手のこと、また有償運送は継続可能な手段であるのか」 

 

A：「現時点でその取り組みが正しいのか、間違っているのか、は選ぶことはで

きないが、市町村有償運送をスタートすることは正しいと考える。今後問題

点を解決しながら継続可能な取り組みにしていって欲しい」 

 

 紹介された参考事例をそのまま篠山市に当てはめ、進めていくことは難しい

部分があるが、最後に質問したことで、私の中の問題は解決することができ、地

域の市町村有償運送を守り続ける力添えをしていきたい。 

 

 

 

以上 












